
貸 借 対 照 表  ( 令和７年３月３１日現在 )

   (単位:円)

     資    産    の    部      負    債    の    部

科　　    目 金     額 科　　    目 金     額

Ⅰ.流  動  資  産 1,606,497,104 Ⅰ.流  動  負  債　 328,771,294 

1. 現 金 ・ 預 金 166,420,053 1. 支 払 手 形 26,114,337 

2. 受 取 手 形 2,238,520 2. 電 子 記 録 債 務 145,906,183 

3. 売 掛 金 172,226,348 3. 買 掛 金 23,273,809 

4. 電 子 記 録 債 権 556,443,421 4. 未 払 金 66,639,235 

5. 製 品 7,221,774 5. リース１年以内未払金 1,753,536 

6. 原 材 料 157,024,171 6. 未 払 費 用 10,784,463 

7. 仕 掛 品 ( 半 成 品 ) 37,428,422 7. 預 り 金 1,574,131 

8. 前 払 費 用 2,675,911 8. 未 払 法 人 税 等 0 

9. 立 替 金 132,000 9. 未 払 消 費 税 8,194,600 

10. 仮 払 金 6,143,300 10. 賞 与 引 当 金 44,531,000 

11. 未 収 入 金 19,046 

12. Ｃ Ｍ Ｓ 預 け 金 504,276,138 

13. 貸 倒 引 当 金 -5,752,000

Ⅱ.固  定  資  産 852,477,675 Ⅱ.固  定  負  債 129,983,198 

 (1) 有形固定資産 655,516,121 1. 退 職 給 付 引 当 金 127,025,358 

1. 建 物 72,948,444 2. リ ー ス 長 期 未 払 金 2,957,840 

2. 建 物 附 属 設 備 13,502,607 

3. 構 築 物 6,191,567 

4. 機 械 及 び 装 置 67,401,843  負 債　 合  計 458,754,492 

5. 工具、器具及び備品 4,915,378 

6. 有 形 リ ー ス 資 産 3,230,496      純　 資 　産   の   部

7. 土 地 487,094,314 Ⅰ.株　主　資　本 1,874,024,102 

8. 一 括 償 却 資 産 231,472 1. 資本金 100,000,000 

2. 資本剰余金 298,472,511 

 (2) 無形固定資産 1,819,954 (1)資 本 準 備 金 298,472,511 

1. 電 話 加 入 権 286,816 3. 利益剰余金 1,506,551,591 

2. ソ フ ト ウ ェ ア 1,533,138 (2)その他利益剰余金 1,506,551,591 

1. 別 途 積 立 金 1,165,000,000 

 (3) 投資その他の資産 195,141,600 2. 役 員 慰 労 積 立 金 90,000,000 

1. 出 資 金 50,000 3. 繰 越 利 益 剰 余 金 251,551,591 

2. 投 資 有 価 証 券 195,091,600 4. 自己株式 -31,000,000

Ⅱ.評価・換算差額等 126,196,185 

1. 有価証券評価差額金 126,196,185 

 純 資 産 合 計 2,000,220,287 

     資  産　　合  計 2,458,974,779 2,458,974,779 

（注）１．受取手形割引高 0 

　　　２．有形固定資産減価償却累計額 429,762,310 

  負債・純資産 合計
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株式会社タニヤマ

Ⅰ． この計算書類は、 中小企業の会計に関する指針によって作成しています。

Ⅱ． 重要な会計方針に係る事項に関する注記

1. 有価証券の評価基準及び評価方法

(1) その他有価証券

1)時価のあるもの

  決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。

　なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しております。

2)時価のないもの

　移動平均法による原価法を採用しております。

2. たな卸資産の評価基準及び評価方法

(1) 製品 個別法による原価法を採用しております。

(2) 原材料 最終仕入原価法による原価法を採用しております。

(3) 仕掛品 個別法による原価法を採用しております。

3. 固定資産の減価償却方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。

ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年4月1日以降に

取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法の規定によっております。

(2) 無形固定資産

法人税法の規定に基づく定額法又は旧定額法を採用しております。

(3) リース資産

法人税法の規定に基づくリース期間定額法を採用しております。

4. 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、 法人税法に規定する法定繰入率により計算した回収不能見込額を計上

しております。

(2) 賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、 将来の支給見込額のうち当期負担額を計上しております。

(3) 退職給与引当金

従業員の退職金支払に備えるため、 自己都合退職による期末要支給額を計上しております。

(4) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金支給に備えるため、 内規に基づき期末要支給額を計上しております。 

5. 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

(当期純利益） 28,045,798円


